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第74回 プログラム

１．学びの時間
２．ヒメボタル調査の結果確認
３．交通調査・環境調査の結果確認
４．緑地（道ぎわ）ツアー
５．前回（第73回）の確認
６．維持管理工事について
７．今年度の活動方針
８．イベントの参加について
９．フィールドワーク

《特集！》 
　　相生山の生きものたち
　　　　　　～パート１～  p.2～3

　平成24年6月10日（日）に第74回施工ワーキング
を開催し、26名が参加しました。
　今回は年度初めで新しいメンバーも加わったので、
緑地の道路沿いをみんなで歩いて、施工ワーキングで
行っている取り組みを一つずつ確認しました。
　２～３月に実施された交通調査および環境調査、
５～６月のヒメボタル調査結果も確認しました。また、
今年の施工ワーキングの活動の方向性についても話し
合いました。

●第74回施工ワーキング

「環境に配慮した道づくり」施工ワーキングだより
 第60号　　　

問い合わせ先
名古屋市 緑政土木局 道路建設部 道路建設課内 「環境に配慮した道づくり」施工ワーキング事務局
〒460-8508　名古屋市中区三の丸三丁目１番１号
　電話：052-972-2873　　FAX：052-972-4168

http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/53-3-7-0-0-0-0-0-0-0.html

　参加メンバー全員で、これまでの施工ワーキングで環境に配慮してきたポイントを確認しながら現地
を歩きました。グループ活動で行っている調査についても場所や方法を確認しました。それぞれの検討
や活動がどんな意味を持っているのかあらためて考える機会になりました。

○インスペクターからのコメント（74回）

岡村
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ

大竹
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ

藤田
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ

長谷川
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ

今年の相生山のヒメボタ
ルは、ちょっと少なめか
なと思いましたが、ワー
キングが始まって以来ず
っとやってきた調査デー
タの積み重ねが非常に大
事だと思います。十年経
つと、植生も変化して、
景色がだいぶ変わってく
るなと感じています。工
事が中断している間もき
ちんと管理していきま
　　　　　　しょう。

今日、生態系の話を聞い
て非常に面白いなと感じ
ました。市民の方の中に
は、針葉樹から落葉樹に
変わって常緑樹にかわっ
ていくという流れを知ら
ずに、放っておくことが
一番いいことだと思って
いる人もいるかもしれな
いので、長い間この森を
見続けたという活動の成
果として、情報発信をし
　　　　　ていければい
　　　　　　いかと思い
　　　　　　　ます。

このワーキングは、モニ
タリングという重要な意
味を持っていますので、
時間の経過とともに変化
していく中で、当初の発
想をどう変えていくか、
そういう自然の変化に合
わせた対処を考えて作業
をしていかなければいけ
ないですね。また、常に
全体を見ていくというと
ころに気を配り続けると
　　　　　　いうことも
　　　　　　 重要です。

ヒメボタル調査も11年目
になりました。私たちが
土を戻したシェルターの
上でも、今年もちゃんと
繁殖していたということ
で、人がやれることもあ
るんだという実証になっ
たと思います。行動して
いくことがいい道づくり、
若しくはいい森づくりに
なるという情報をしっか
り発信していけるように

していきたい
と思います。

緑地(道ぎわ)ツアー

◇維持管理工事のお知らせ

市道弥富相生山線第４号防災施設管理工事工 事 名
工事期間　平成24年5月23日～平成24年10月15日
工事内容　工事区域の維持管理

連
絡
先

名古屋市天白土木事務所
TEL 052-803-6644　FAX 052-805-1594
整備係長　平手　利彦 ／ 担当者　倉田　三恵子
大東建設 株式会社
TEL 052-896-3691　FAX 052-896-8136
現場代理人　東 昭男

　工事区域の維持管理工事の状況をお知らせします。
排水路の浚渫や安全対策施設の更新作業などを行いました。

浚渫工（排水路） 浚渫工（排水路）
落葉処理、土砂浚渫落葉処理、土砂浚渫 土のう工　　安全対策施設の更新

：作業済みの工種

シェルター構造上部
草刈・除草

浚渫工（仮設沈砂池）

浚渫工（仮設沈砂池）
排水、土砂浚渫

排水、土砂浚渫
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降雨で水位の上がった沈砂池の水をポンプで排水しました。 道路側に傾いた工事用フェンスを据え直しました。

壁面緑化の状況を
確認しました。

室内で学ぶのと
現場で実際に
見るのは違うね。

ツアーの途中で
昨年採取した種子を
植生回復が必要な
箇所にまきました。

木陰の散策路を
歩くのは、
とっても気持ちが
いいね♪

歩くたびに
いろいろな発見が
あります。

八事層の状況を
確認しました。★1 ★4

★2 ★3

植物の成長には
長い時間が
かかるね。


